
※ こ の 作 品 は 29
.7 × 42 ㎝ に 書 い て い ま す 。

若 山 牧 水 の 和 歌 『 若 山 牧 水 歌 集 』 （ 岩 波 書 店 ）

※ こ の 作 品 は 29
.7 × 84 ㎝ に 書 い て い ま す 。

石 川 啄 木 「 家 」 『 呼 子 と 口 笛 』 よ り

成
田
嵐
石

副
会

長
選

文
・

書
（
用
紙
A3
＝
約
29
.7
×
42
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

こ
の

課
題

は
約

21
％

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。
約

47
9％

に
拡

大
す

る
と

ほ
ぼ

原
寸

の
大

き
さ

に
な

り
ま

す
。（

作
品

例
）

●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］
〈

参
考

文
 B
〉

〈
参

考
文

 A
〉
田
中
鳴
舟

会
長

選
文

・
書
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

注 記　 ① 旧 仮 名 遣 い を 現 代 仮 名 遣 い に 改 め て

　　　　 い ま す 。

　　　 ② 一 部 省 略 し た 所 が あ り ま す 。

本 文 は 現 代 表 記 に 改 め て い ま す 。

●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］

こ
の

課
題

は
約

21
％

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。
約

47
9％

に
拡

大
す

る
と

ほ
ぼ

原
寸

の
大

き
さ

に
な

り
ま

す
。（

作
品

例
）

本文をたて・よこに置き換えて作品化してもよい。

杜
ほ と と ぎ す
鵑　 椰

や し
子

添
そ え

乳
ぢ

　 其
そ こ
処

か
な

漢
字
楷
書

本
阿
弥
切

皇
甫
誕
碑

曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集

九
成
宮
醴
泉
銘

高
野
切
第
三
種

孔
子
廟
堂
碑

寸
松
庵
色
紙

孟
法
師
碑

元
永
本
古
今
和
歌
集
下
〈
抄
〉

雁
塔
聖
教
序

高
野
切
第
一
種
　

褚
遂
良
法
帖
帳
集

関
戸
本
古
今
和
歌
集

集
字
聖
教
序

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

趙
孟
頫
集
[元
]（
前
後
赤
壁
賦
な
ど
）

蘭
亭
十
三
跋

臨
書
部
参
考
古
典
・
古
筆

臨
書

部
の

参
考

と
な

る
古

典
・

古
筆

の
作

品
名

を
い

く
つ

か
示

し
て

お
き

ま
す

。
果

櫚
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
作

品
も

あ
り

ま
す

の
で

、
作

品
づ

く
り

に
役

立
て

て
く

だ
さ

い
。



『 万 葉 集 』 春 の 歌●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］

こ
の

課
題

は
約

25
％

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。
約

40
0％

に
拡

大
す

る
と

ほ
ぼ

原
寸

の
大

き
さ

に
な

り
ま

す
。

〈
参

考
文

 C
〉

① あ ら た ま の 年
と し ゆ

行 き 還
か へ

り 春
は る た

立 た ば

　 ま づ わ が 宿
や ど

に う ぐ ひ す は 鳴
な

け

② い つ し か も こ の 夜
よ

の 明
あ

け む 鶯
う ぐ ひ す

の

　 木
こ づ た

伝 ひ 散
ち

ら す 梅
う め

の 花
は な み

見 む

③ う ち な び く 春
は る き

来 た る ら し 山
や ま

の 際
ま

の

　 遠
と ほ

き 木
こ ぬ れ
末 の 咲
さ

き ゆ く 見
み

れ ば

④ 梅
う め

の 花
は な

さ き た る 苑
そ の

の 青
あ を や ぎ

柳 は

　 か づ ら に す べ く な り に け ら ず や

⑤ く だ ら 野
の

の 萩
は ぎ

の 古
ふ る え

枝 に 春
は る ま

待 つ と

　 居
を

り し 鶯
う ぐ ひ す

な き に け む か も

⑥ こ の 雪
ゆ き

の 消
け

の こ る 時
と き

に い ざ 行
ゆ

か な

　 山
や ま た ち ば な

橘 の 実
み

の 照
て

る も 見 む

⑦ さ く 花
は な

は う つ ろ ふ と き あ り あ し ひ き の

　 山
や ま す が
菅 の 根
ね

し 長
な が

く は あ り け り

⑧ 春
は る が す み

霞 た な び く け ふ の 夕
ゆ ふ づ く よ

月 夜

　 清
き よ

く 照
て

る ら む 高
た か ま つ
松 の 野
の

に

⑨ ひ さ か た の 天
あ め

の 香
か ぐ や ま

具 山 こ の 夕
ゆ ふ べ

　 霞
か す み

た な び く 春
は る た

立 つ ら し も

⑩ 雲
ひ ば り
雀 あ が る 春
は る

べ と さ や に な り ぬ れ ば

　 都
み や こ
も 見
み

え ず 霞
か す み
た な び く

⑪ も も し き の 大
お ほ み や び と

宮 人 は 暇
い と ま

あ れ や

　 梅
う め

を か ざ し て こ こ に 集
つ ど

へ る

⑫ わ が 苑
そ の

に 梅
う め

の 花
は な ち
散 る ひ さ か た の

　 天
あ め

よ り 雪
ゆ き

の 流
な が

れ 来
く

る か も

⑬ 明
あ す
日 よ り は 継
つ

ぎ て 聞
き こ

え む ほ と と ぎ す

　 一
ひ と よ
夜 の か ら に 恋
こ

ひ 渡
わ た

る か も

⑭ 風
か ぜ

ま じ り 雪
ゆ き

は ふ り つ つ し か す が に

　 霞
か す み

た な び き 春
は る

さ り に け り

⑮ 春
は る

の 野
の

に 鳴
な

く や 鶯
う ぐ ひ す
な つ け む と

　 わ が 家
へ

の 苑
そ の

に 梅
う め

が 花
は な さ

咲 く

⑯ 春
は る

の 夜
よ

の 月
つ き

の 光
ひ か り
の も ど か し き

　 わ が 身
み

な が ら も 時
と き

に ま か せ む

⑰ 見
み わ た
渡 せ ば 春
か す が
日 の 野
の べ
辺 に 霞
か す み た
立 ち

　 咲
さ

き に ほ へ る は 桜
さ く ら ば な

花 か も

⑱ 山
や ま

の 際
ま

に 鶯
う ぐ ひ す

な き て う ち な び く

　 春
は る

と お も へ ど 雪
ゆ き

ふ り し き ぬ

　
※ ① ～ ⑫ 『 か な 墨 場 辞 典 （ 和 歌 編 ） 』 よ り

　 ⑬ ～ ⑱ 『 続 か な 墨 場 辞 典 （ 和 歌 編 ） 』 よ り

※
こ

の
作

品
は

29
.7

×
84

cm
に

書
い

て
い

ま
す

。
中
一
泉
流

常
任

理
事

選
文

・
書
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

☆自運創作部・規定 1部の選文・手本はこの形式ですが、



● 規 定 1 部

　 ［ 規 定 部 四 段 〜 準 師 範 ］

︿課題 E ﹀　　渡辺萩渓常任理事選文・書

	 （用紙 68 ×26㎝、タテ・ヨコ自由）

︿ 課 題 D ﹀　　　 岩 間 鴻 舟 理 事 選 文 ・ 書	

（ 用 紙 26 × 68 ㎝ 、 タ テ ・ ヨ コ 自 由 ）

こ
の
課
題
は
約
28
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
356
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。 　
　
　

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。

こ
の

課
題

は
約

28
％

に
縮

小
し

て
い

ま
す

。
約

35
6％

に
拡

大
す

る
と

ほ
ぼ

原
寸

の
大

き
さ

に
な

り
ま

す
。

　
本

文
は

現
代

表
記

に
し

、漢
字

を
改

め
た

所
が

あ
り

ま
す

。

室生犀星「永遠にやつてこない女性」
『現代日本文學大系 47』（筑摩書房）より

山 村 暮 鳥 『 私 は 雪 を ま つ て ゐ る 』 『 山 村 暮 鳥 全 詩 集 』 （ 彌 生 書 房 ）

積
つ み

重
か

さ ね て　 凍
か じ

け た　 翳
か ざ

し た



こ
の
課
題
は
約
31
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
325
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
31
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
325
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き

さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
２
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
三
段
］

〈
課
題 
F
〉
田
中
瑛
果
理
事
選
文
・
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
紙
Ｂ
４
判
＝
約
36
・
4
×
25
・
7
㎝
、
よ
こ
4

4

に
使
用

4

4

4

）

竹
久
夢
二
「
赤
い
木
の
実
」

　
『
ど
ん
た
く
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
よ
り

〈
課
題 

G
〉
土
田
真
弓
理
事
選
文
・
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
紙
Ｂ
４
判
＝
約
36
・
4
×
25
・
7
㎝
、
た
て
4

4

に
使
用

4

4

4

）

伊
藤
静
雄
「
庭
の
蝉
」『
日
本
の
詩
歌
23
』（
中
央
公
論
社
）
よ
り

本文は現代表記に改めています。

本文は現代表記に改め、一部漢字をひらがなに改めています。
前
ぜん

生
しょう



こ
の
課
題
は
約
38
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
263
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
38
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
263
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
３
部
［
規
定
部
４
級
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
4
判
＝
約
29
・
5
×
21
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

H
〉
村
松
香
雲
理
事
選
文
・
書

松
尾
芭
蕉
の
句
『
国
語
便
覧
』（
浜
島
書
店
）
/

『
芭
蕉
全
句
集
』（
角
川
学
芸
出
版
）

蛙か
わ
ず

此こ
の

〈
課
題 

Ⅰ
〉
岩
尾
涼
花
理
事
選
文
・
書

北
原
白
秋
「
片
恋
」『
北
原
白
秋
全
集
３
』（
岩
波
書
店
）

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。



こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
４
部
［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
5
級
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

J
〉
佐
藤
朝
洋
理
事
選
文
・
書

立
原
道
造
「
薄
明
」『
立
原
道
造
詩
集
』（
ハ
ル
キ
文
庫
）
よ
り

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。

　〈課
題
文 

K
〉
秋
山
紅
華
理
事
選
文
・
書

島
崎
藤
村
「
天
の
河　

一 

七
月
六
日
の
夕
」『
藤
村
詩
集
』（
新
潮
社
）

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。

一
ひと

夜
よ

　夕
ゆうべ



●
漢
字
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｌ
〉
三
棹
梅
花
常
任
理
事
選
文
・
書

●
漢
字
２
部
［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｍ
〉
高
橋
南
舟
理
事
選
文
・
書

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

白
居
易
「
春
し
ゅ
ん

晩ば
ん

懐か
い

を
詠え
い

じ
て
皇こ
う

甫ほ

朗ろ
う

之し

に
贈お
く

る
」
山
田
勝
美
『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』（
角
川
文
庫
）
よ
り

 【
注
】
こ
の
参
考
文
を
書
く
場
合
、
①
字
体
は

自
由
。
た
だ
し
新
字
体
・
旧
字
体
の
混
用
は
避

け
る
こ
と
。
②
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
い
ず
れ

か
の
書
体
で
統
一
し
て
書
き
上
げ
る
こ
と
。

▼
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。

こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

艶
陽
時
節
又
蹉
跎 　

艶え
ん
よ
う陽

の
時じ

せ
つ節　

又ま
た

蹉さ

跎た

た
り

遲
暮
光
陰
復
若
何 　

遲ち

暮ぼ

の
光こ

う

陰い
ん　

復ま

た
若い

か
ん何
せ
ん

一
歲
平
分
春
日
少 　

一い
つ

歳さ
い　

平へ
い
ぶ
ん分

す
れ
ば　

春し
ゆ
ん
じ
つ
す
く

日
少
な
く

百
年
通
計
老
時
多 　

百ひ
や
く
ね
ん年　

通つ
う
け
い計
す
れ
ば　

老ろ
う

時じ

多お
ほ

し

多 

中 

更 

被
二　

愁 

牽 

引
一 　
多た

ち
ゆ
う中　

更さ
ら

に
愁う

れ

ひ
に
牽け

ん
い
ん引
せ
ら
れ

少 
處 

兼 

遭
二　

病 

折 

磨
一　
少し

よ
う
し
よ処　

兼か

ね
て
病や

ま
ひ

に
折せ

つ
ま磨

せ
ら
る

賴　

有
二　

銷
レ　

憂　

治
レ　

悶　
藥
一 

頼さ
い
は

ひ
に
憂う

れ

ひ
を
銷し

よ
う

し　

悶も
ん

を
治ち

す
る
の
薬く

す
り
あ有
り

君 

家 
濃 
酎 

我 

狂 

歌　
君き

み

が
家い

へ

の
濃の

う
ち
ゆ
う酎

と　

我わ

が
狂き

よ
う
か歌

と

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

宮
内
卿
の
歌
『
か
な
墨
場
辞
典
（
和
歌
編
）』（
東
京
堂
出
版
）

松
尾
芭
蕉
の
句
『
か
な
墨
場
辞
典
（
俳
句
編
）』（
東
京
堂
出
版
）
よ
り

夏な
つ
く
さ草
や
兵

つ
は
も
の

共ど
も

が
ゆ
め
の
跡あ

と

夏
久
さ
や
川
者
毛
能
と
も
可
夢
の
あ
と

【
注
】
①
か
な
１
部
・
２
部
と
も
参
考
文
で
す
。
和
歌
・
俳
句
・
そ
の
他
何
を

書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
②
か
な
作
品
風
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
③
参

考
文
を
書
く
場
合
、
漢
字
・
か
な
の
変
換
は
自
由
で
す
。
か
な
変
換
の
時
に

は
旧
か
な
・
新
か
な
の
混
用
を
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
変
体
が
な
使
用
の
際

に
留
意
。
④
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。
着
色
は
自
由
。

臨
書
し
た
も
の
を
出
品
さ
れ
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。（
な
お
、
臨
書
で
の
出
品
は
１
部
に
限
り
ま
す
。）

臨
書
作
品
の
場
合
は
、
原
本
の
コ
ピ
ー
を
添
え
、
コ
ピ
ー
の
表

面
の
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
古
筆
名
と
出
品
者
名
」
を
鉛

筆
で
記
入
し
、
一
緒
に
提
出
の
こ
と
。

●
か
な
１
部
［
か
な
部
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｎ
〉
三
浦
映
泉
常
任
理
事
選
文
・
書

●
か
な
２
部
［
か
な
部
4
級
〜
準
初
段
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｏ
〉
田
中
麗
秀
常
任
理
事
選
文
・
書

衣
手
に
す
ず
し
き
風
を
さ
き
立
て
て
曇
り
は
じ
む
る
夕
立
の
空

こ
ろ
も
手
二
春
ゝ
事
支
可
勢
を
斜
き
多
て
ゝ
具
茂
利
八
し
無
る
夕
立
の
處
ら

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



池
西
言
水
の
句
『
か
な
墨
場
辞
典
（
俳
句
編
）』（
東
京
堂
出
版
）
よ
り

●
か
な
3
部
［
か
な
部
10
級
・
新
規
〜
5
級
］

　
　
　
　
　（
競
書
用
紙
B
を
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｐ
〉
薄
田
玲
泉
理
事
選
文
・
書

ゆ
き
ゆ
き
て
虹に

じ

の
根ね

ひ
く
し
山や

ま

桜
ざ
く
ら

ゆ
き
ゝ
ゝ
て
尓
志
の
年
ひ
く
し
や
ま
桜

こ
の
参
考
文
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

た
て
書
き
２
枚
組
み

●
手
紙
文
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙�

Ｂ�

５
判
ま
た
は
Ｂ
５
判
以
下
の
便
箋
形
式
）

〈
選
文
自
由
〉	

〈
参
考
文 

Q
〉
石
井
珠
翠
常
任
理
事
選
文
・
書

参
考
文
Ｑ
・
Ｒ
は
約
33
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
302
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



〈
参
考
文 
R
〉
小
髙
桃
果
理
事
選
文
・
書

よ
こ
書
き
１
枚

【注】
• 手紙文１部・２部ともに参考文です。
• 文体は口語文（日常の現代語文）とします。
• 仮名表記は現代仮名遣いにこだわらず、旧仮名遣いでもけ 

っこうです。
• 体裁は実用的なものの範囲内で自由とし、一般的な書式で

仕上げてください。
• 用紙は縦に使用してください。罫線の有無は自由です。
• 行の字詰めは上記の通りでなくてもよい。
•手紙文１部の作品は、台紙（270×375㎜以内、色は自由）

に貼り付けて出品してください。
• 出品票一式を作品表面の左上にクリップでとめてください。

〈
た
て
書
き
・
よ
こ
書
き
に
つ
き
ま
し
て
〉

手
紙
文
１
部
は
、
た
て
書
き
文
章
は
２
枚
１
組
、
よ
こ
書
き
文
章
は
１
枚
作
品
ま

た
は
２
枚
１
組
で
出
品
可
。
た
て
書
き
文
章
１
枚
の
み
は
出
品
不
可
で
す
。

四
隅
を
軽
く
の
り
づ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

両
面
テ
ー
プ
不
可
。

【
作
品
貼
付
例
】

〈
選
文
自
由
〉



●
手
紙
文
２
部［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
ハ
ガ
キ
判=

約
14
・
8
×
10
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

S
〉
森
　
翠
香
理
事
選
文
・
書

こ
の
参
考
文
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
筆
ペ
ン
１
部
［
筆
ペ
ン
部
推
薦
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

T
〉
田
尻
清
峰
理
事
選
文
・
書

島
崎
藤
村
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
一
」
の
一
節
『
美
し
い
日
本
の
詩
歌
⑫
』（
岩
崎
書
店
）
よ
り

【
注
】•

筆
ペ
ン
１
部
は
参
考
文
で
す
。•

用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。

•

漢
詩
や
漢
文
を
題
材
と
し
て
も
よ
い
。



●
筆
ペ
ン
２
部
［
筆
ペ
ン
部
準
初
段
〜
五
段
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

U
／
行
書
〉
多
田
溪
花
理
事
選
文
・
書

●
筆
ペ
ン
３
部
［
筆
ペ
ン
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

V
／
楷
書
〉
八
巻
佳
代
子
理
事
選
文
・
書

中
原
中
也
「
夏
の
日
の
歌
」
の
一
部
『
中
原
中
也
詩
集
』

雲
片ぎ

れ

原
文
の
句
読
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
は
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

飯
田
蛇
笏
の
句
『
日
本
文
学
全
集
69　

現
代
句
集
』（
筑
摩
書
房
）
よ
り

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。



こ
の
参
考
文
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

原
文
の
句
読
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

種
田
山
頭
火
の
句

●
通
信
教
育
部
［
通
信
教
育
受
講
生
・
修
了
生
］

（
用
紙
ハ
ガ
キ
判
＝
約
14
・
８
×
10
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文
W
〉
田
中
鳴
舟
会
長
選
文
・
書

著作権につきまして
　「ペンの光」自由作品部ならびに全日本ペン書道展覧会出品作品等、ペン字作品
全般につきまして、著作権の遵守をあらためてお願いいたします。
　存命もしくは没後７０年未満の作家（訳者含む）の文芸作品（詩、小説）や歌詞
は著作権が保護されており作品の題材として引用し制作する場合は著作権者（著作
者本人または著作権継承者、著作権管理団体）の許可を得る必要があります。著作
物利用の申請手続きは、出品者各自が行ってください。許諾を得られた上でご出品く
ださい。許諾の得られていない出品作品は展示及び本誌に掲載できません。また、
著作権法に抵触した場合の損害賠償等は出品者が対応するものとし、主催者は一切
関与いたしませんのでご注意ください。

▶書籍を作品にされる場合
 日本文藝家協会　作品１件につき１，１００円（税込・著作権使用料）
 http://www.bungeika.or.jp/procedur.htm

▶音楽（歌詞）を作品にされる場合　
 一般社団法人 日本音楽著作権協会（JASRAC）作品１件につき
 ３，３００円（税込・著作権使用料）
 https://www.jasrac.or.jp/info/create/publish.html


